




そのメカニズムは未だ不明な点が多い。一方 micro RNA はターゲットとする mRNA の分解、
翻訳抑制を介し遺伝子発現を制御する。これまで我々は麻酔薬が micro RNA の発現変化を
介して各臓器に影響を及ぼしていることを報告してきた。今回、幼若ラットへのセボフル




生後７日齢の雄 SD ラット(n=9)に 1.9% (0.5 MAC)セボフルランを酸素 6L/ 分下で 3 時間投
与した。対照群は同時間母ラットと分離した。両群ともに生後 3 週齢で母ラットより離乳




セボフルランが呼吸循環動態に与える影響を評価するため、生後 7 日齢に 1.9％セボフルラ
ンを 3 時間投与終了時の動脈血液ガス分析を実施し、pH、 pCO2、pO2、HCO3-、Base Excess
を評価した。 
(検討２) 








生後 8 週齢の海馬における brain-derived neurotrophic factor (BDNF) および calcium channel, 









海馬に発現する 248 中 20 の miRNA が control 群と比較して有意な発現変化を示し、








(検討２)で最も大きな発現変化を示した rno-miR-632 のターゲットである BDNF と












き起こされた可能性があると考えた。以上を踏まえ、我々はこれら 2 つの mRNA の定量分
析を行った。しかしながら今回我々はどちらの mRNA においてもその発現量に control 群
と比較して有意差を認めなかった。理由として神経細胞に多く発現する mRNA へのセボフ
ルランの影響は 2 週間以内に消失するとの報告があり、本検討においてもこれらの mRNA
の発現変化は一時的なものに留まった可能性が考えられた。 
